
 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横浜市は、ホテルシップの実現に向け、昨年、国家戦略特区制度による規制緩和の提案を行

い、この５月に旅館業法に関する規制緩和の通知が発出され、具体的な取組を進めてきました。 

そしてこのたび、㈱JTBが、大会期間中の 2020年 7月 23日から 8月 9日において、プリンセ

ス・クルーズの客船「サン・プリンセス」による、横浜港山下ふ頭でのホテルシップの実施を

することになりました。その詳細につきまして、本日６月 25 日（月）に「東京 2020 オリンピ

ック大会期間中の横浜港でのホテルシップ実施 プレス発表会」にて、㈱JTBより発表されまし

た。（別添資料）  

ホテルシップは今までにない特色ある宿泊施設であり、新たな観光需要を創出し、横浜の魅

力を国内外に発信する絶好の機会であり、事業者と連携しこの取組を推進してまいります。 

また、ホテルシップ実施中には、山下ふ頭周辺において市民の皆様にオリンピックの熱気や

活気を体感できる賑わいの場を創出していきます。 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

港湾局客船事業推進課長   林 総   Tel 045- 671-7237 

平 成 3 0 年 ６ 月 2 5 日 
港 湾 局 客 船 事 業 推 進 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

㈱JTBプレス発表会（右から順に、プリンセス・クルーズ アリソン ｼﾆｱﾊﾞｲｽﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ、 

国交省 菊地港湾局長、林市長、㈱JTB 髙橋社長） 

主な諸元 

乗客定員：2,022人（ホテルシップ使用時） 

総トン数：77,441トン 

全長：約 260m (856フィート)  

高さ：約 56m (185フィート)  

喫水：約 8.2m (27フィート) 

客室総数：1,011 室 

 

【サン・プリンセスの概要】 

写真提供：プリンセス・クルーズ 



 

2018 年 6 月 25 日 

東京 2020 オリンピック期間中、日本初の 

【ホテルシップ】滞在プラン 横浜港にて実現！ 

 

株式会社 JTB（本社：東京都品川区、代表取締役社長：髙橋 広行／以下、JTB）は、東京 2020 

オリンピック競技大会期間中にクルーズ船を宿泊施設として活用する「ホテルシップ」を実施します。

ホテルシップは、政府が大会開催時の宿泊需要対応へのひとつの方策として活用を推進するもので、

法人企業や組織団体、個人等に対する一般発売は日本初（※）の試みとなります。 

 

近年のオリンピックでは、宿泊施設としてホテルシップが多く活用されており、バンクーバー2010

オリンピックは、クルーズ船 3 隻が 34 日間～38 日間停泊し、延べ 19 万人が宿泊しています。 

また、ロンドン 2012、ソチ 2014、リオデジャネイロ 2016 のいずれの大会でも導入されており、東

京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会でもその必要性が高まっています。 

 

本件は、内閣官房東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部の下に設置さ

れた「2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた出入国に関する関係省庁等連絡会

議」における「クルーズ船のホテルとしての活用に関する分科会」の議論の結果を踏まえて実施され

るものです。ホテルシップ実施が、大会後の有益な遺産（レガシー）として、また今後、日本全国で

開催される大規模 MICE や世界規模のスポーツ大会などでの活用も期待されています。 

 

 開催期間中は横浜市との連携により、山下ふ頭周辺を、乗船客だけでなく、市民の皆様にもオリン

ピックの熱気や活気を体感いただけるような場に創出していきます。 

そして、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の機運醸成に貢献してまいります。 

 

     JTB は東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技 

大会において、旅行業務及びナショナルトリップホスピ

タリティーサービスの提供する権利を有しております。 

 

≪ナショナルトリップホスピタリティーサービスとは≫ 

東京 2020 大会の観戦チケットに交通機関や宿泊等を 

セットした消費者及び法人向けの国内旅行商品の販売を

いいます。 
 

（※）日本初とは 

①平成 29 年 6 月 29 日：内閣官房下に設置された「クルーズ船のホテルとしての活用に関する分科会」 

②平成 30 年 5 月 16 日：2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け厚生労働省より発出された通知 

 

上記①②に基づき、JTB グループがホテルシップを旅行商品として、一般のお客様へ展開するのが日本初の試みであ

るとの認識です。  



【横浜港の歴史】 

横浜港は、1859 年の開港以来約 160 年の間、客船とともに成長してきた歴史と伝統のクルーズポ

ートです。客船の寄港はいつの時代も市民にとってかけがえのない楽しみであり、横浜のアイデンテ

ィティのひとつとなっています。近年のクルーズポートとしての横浜港の発展は、アジアクルーズの

増勢に伴い、一時寄港だけでなく、外国客船の発着クルーズの拠点港となっており、小型のラグジュ

アリー船から超大型客船まで、多彩な客船が寄港することが大きな特徴です。寄港回数は、2002 年の

大さん橋客船ターミナルのリニューアル・オープン以降、毎年 100～150 回を保持し、特に日本客船

については、15 年連続で日本一という象徴的な場所となっています。 

 

【横浜港が目指す姿 ホテルシップに取り組む意義】 

横浜港は、あらゆるタイプの客船の受入れとニーズに対応し、また 4 隻以上の大型客船の同時寄港

が可能なワールドクラスのクルーズポートを目指しており、日本におけるクルーズ振興を牽引してい

くビジョンを掲げています。また、更なる受入機能や案内機能などの強化を図り、より客船・乗船客

が利用しやすい、クルーズポート実現を目指しています。 

ホテルシップの実施は、この目標の実現への取り組みのひとつであるとともに、特色ある宿泊施設

として新たな観光需要を創出し、横浜の魅力を内外に発信する機会として寄与するものと考えられ、

JTB との連携実施に至りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市と JTB の今後の取組み】 

東京 2020 オリンピック競技大会においては、横浜国際総合競技場でサッカー、横浜スタジアムで

野球・ソフトボールの競技会場として決定しています。大会の成功に向けて横浜市は「横浜ビジョン」

を策定し、開催準備や機運醸成の取り組み、大会を契機としたスポーツや文化芸術創造都市の振興、

シティプロモーションなどを推進しています。 

横浜市が掲げる「横浜を世界に魅せる」取り組みに対し、JTB は旅行サービスを通して、国内外か

らのお客様に、滞在環境や回遊性を一層充実させるほか、横浜市民の皆様や港を訪れる方にもオリン

ピックの活気や港・横浜を感じていただけるような場所として、世界にも注目される「ハーバーリゾ

ートの形成」に向けて再開発を推進している山下ふ頭にて「みなとの賑い」を創出していきます。 



【商品内容（予定）】 詳細は後日発表  

商    品    名：JTB 東京 2020 メモリアルホテルシップ・サン・プリンセス客船滞在プラン 

（仮称） 

チャーター期間：2020 年 7 月 23 日（木）～2020 年 8 月 9 日（日）ご宿泊 18 泊 

※2 泊 3 日を 1 パッケージとしたトータル 9 回のパッケージ 

予約受付開始日：2019 年春以降に発売予定 

ご 旅 行 代 金：お 1 人様 2 泊 7 万円台（内側客室）～60 万円台（スイート） 

       （お 1 人様 1 泊あたり 3 万円台～30 万円台） 

※上記は 1 室を 2 名で利用する場合のお 1 人様の金額 

≪ご旅行代金に含まれるもの≫ ※通常航海時と同等内容 

滞在中のお食事代、船内エンターテインメント・ショー観覧代、船内フィットネス・センター、 

プール・ジャグジー、スポーツコート、客室テレビプログラム使用代等 

≪ご旅行代金に含まれないもの（一例）≫ 

アルコール、清涼飲料等の飲料代、一部有料レストラン、エステ、ビューティーサロン等の 

一部船内有料施設の利用代金など 

 そ の 他：停泊中の船内ではカジノのご利用とショッピングの免税は適用除外 

商品内容は予定であり確定ではございません。 
 

【サン・プリンセスについて】 

プリンセス・クルーズは外国客船で初めて定期的な日本発着クルーズを実施した客船会社であり、日

本食の提供や日本語サービスの充実など、日本のお客様向けにカスタマイズしたサービスを提供し高

い評価を受けています。またクルーズ客船に 3 種類のクラスがある中で、プレミアム・クラスに位置

し、上質なサービスと美食の提供が約束されながらも、お求めやすい価格帯での提供となっています。 
 
 

オーナーズ・スイート      約 65 ㎡      4 室 

ペントハウス・スイート     約 50 ㎡     2 室 

プレミアム・スイート      約 35 ㎡～50 ㎡     4 室 

プレミアム・ジュニア・スイート 約 35 ㎡～50 ㎡    12 室 

ジュニア・スイート       約 34 ㎡         16 室 

海側バルコニー        約 17 ㎡         372 室 

プレミアム海側（広め）     約 16 ㎡          40 室 

海側ツイン           約 13 ㎡        153 室 

内側ツイン（窓なし）      約 13 ㎡～14 ㎡      408 室 
 
 
 
 

【報道機関からのお問い合わせ先】  JTB 広報室 TEL：03－5796－5833 

 【一般の方からの商品に関するお問い合わせ先】 

◆6 月 25 日（月）～7 月 1 日（日）まで 

｢JTB ホテルシップデスク｣ TEL：03－6743－2329（平日土日共通 10：00～17：00） 

◆7 月 2 日（月）～12 月 28 日（金）まで 

    JTB 国内仕入商品事業部 団体企画部   TEL：03－5796－5888（平日のみ 09：30～17：30） 


	20180625_確定_記者発表資料（ホテルシップ発表会）
	20180625：東京2020オリンピック期間中、日本初の「ホテルシップ」滞在プランを横浜港で実現

